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那覇空港の滑走路増設事業は，平成 32 年３月の供用を目指しており，現在護岸整

備等が行われている段階にある．埋立工事については，護岸と中仕切り堤が先行し

て完成した部分から速やかに実施されることとなっている．このため，平成 27 年度

中に埋立造成時の地盤性状等を把握・評価するとともに，基本施設下の埋立造成に

係わる仕様及び品質管理方法を定めておく必要がある．埋立造成は，水中の埋立部

と気中の埋立部によって，その施工方法が異なるため，求められる要求性能に応じ

て品質管理の考え方について個々に整理しておく必要がある． 
本報告では，気中の埋立部の盛土および基本施設下の転圧・締固め仕様について，

転圧試験を通じて最適な仕様や品質管理方法について検討した結果を報告する． 
キーワード : 転圧締固め試験，品質管理，岩ズリ，海砂 

 

1. はじめに 

現在，那覇空港の２本目の滑走路の建設が平成32年

３月の供用開始を目指して那覇空港滑走路増設事業と

して進められている．現空港の海側を埋立て,滑走路を

増設する予定であるが，工期が厳しいため埋立後に地

盤改良などの液状化対策を行っている時間的余裕が無

いのが現状である． 

そのため，滑走路等の基本施設直下等の重要な部分

は，使用する埋立材に液状化を起こさない材料を用い

ることが想定されている．表-1に埋立材料としての考

え方を示す． 

那覇空港の滑走路増設事業は，護岸整備等が行われ

ている段階にあり，埋立工事については，護岸と中仕

切り堤が完成後，速やかに行われることとなっている．

このため，平成27年度中に埋立造成時の地盤性状等を

把握・評価するとともに，基本施設下の埋立造成に係

わる仕様及び品質管理方法を定めておく必要がある． 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋立造成は，水中と気中によって，その施工方法が

異なるため，求められる要求性能に応じて品質管理の

考え方について個々に整理しておく必要がある． 
そこで，想定される埋立材料を用いて，材料の特性

試験，現地での地盤性状試験及び転圧締固め試験を行

った．ここでは，転圧試験を通じて最適な締固め仕様

や品質管理方法について検討した結果を報告する． 

2. 転圧試験 

2.1 転圧試験の概要 

（1）転圧試験の目的 

転圧試験の目的は，各埋立材料の現場における締固

め特性（密度，支持力）の把握や気中部（路体，路床

部）の施工仕様（施工機械，施工層厚，転圧回数）並

びに品質管理方法を決定するために行う．転圧試験の

対象材料は，岩ズリ(南部，北部：最大粒径300mm），購

入砂を対象とし，転圧試験は，転圧回数及び撒出し層

厚を変えて行った． 

なお気中部は，コスト縮減や工期短縮などを目的と

して，空港土木工事共通仕様書（以下，共通仕様書）

に規定されている１層の仕上がり厚さ（路体盛土30cm

以下，路床盛土20cm以下）以上の層厚での盛土施工（い

わゆる厚層施工）を目指した． 

（2）使用材料 

 転圧試験で使用した埋立材料は，岩ズリ（南部，北

部）及び購入砂である．図-1に示す粒度分布より岩ズ

リ（南部，北部）は，礫分が多い材料である．また，

購入砂は本島南部の海砂であり，比較的粒度が均質な

表-1 埋立材料の考え方 
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砂である． 
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（2）乾燥密度（締固め度） 

購入砂の転圧回数と地表面付近の乾燥密度の関係を

図-7に，２孔式RI深度方向の乾燥密度の変化を図-8に

示す．地表面の乾燥密度は転圧回数とともに増加してい

る．また，乾燥密度は地表面付近ほど大きく，深くなる

ほど小さく，転圧回数とともに増加している．この傾向

は岩ズリ(南部)，岩ズリ(北部)とも同様の傾向を示した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（3）地盤強度 

① 小型FWD試験 

層厚80cmの場合の小型FWD試験で得られた転圧回数

と地盤反力係数（KFWD）の関係を図-9に示す．購入砂は,

この結果では転圧４回目ぐらいから比例的に増加して

いる傾向が見られる． 

岩ズリ(北部)は，購入砂と同様に転圧回数とともに

地盤反力係数が増加する傾向を示しているが岩ズリ

(南部)は転圧回数による増加の傾向が見られなかった． 

 
 
 
 
 
 
 
 

② 現場CBR試験 

層厚80cmの場合の転圧回数と現場CBRの関係を，図

-10に示す．購入砂は転圧回数の増加とともにCBR値は

大きくなっている．転圧２回で4.6％，転圧10回で10％

である． 

岩ズリ(南部)は，ばらつきが大きいが転圧回数とと

もに増加傾向にあった．岩ズリ(北部)は，ばらつきの

大きい結果となった．  

 

 
 
 
 
 
 
③ 平板載荷試験 

層厚80cmの場合の転圧回数と平板載荷試験（地盤反

力係数K30）の結果を図-11に示す．購入砂は，転圧回

数とともに地盤反力係数が増加している． 

岩ズリ(南部)の地盤反力係数は，転圧６回まで各測

点間にばらつきがある．岩ズリ(北部)も同様なばらつ

き傾向が見られた． 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

2.3 転圧試験のまとめ 

（1）RI計器と置換法での乾燥密度の比較 

RI計器での乾燥密度の測定精度を確認するため，転

圧16回完了後に置換法により乾燥密度を測定した．そ

の結果は，表-3に示すとおりでありRI計器での乾燥密

度は置換法よりも若干小さいことが分かった．今回の

材料では，RI計器での締固め管理は締固め度を過大評

価することはないと判断した． 

 
 
 
 
 
 
 

（2）締固め効果の評価方法 

表-4 に各試験の計測結果と転圧回数の関係の傾向を

示す．結果よりSRIDは，材料に関係なく締固め効果を
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(a)層厚 80cm 

図-8 深度方向の乾燥密度(購入砂) 

(b)層厚 60cm (c)層厚 40cm 

転圧回数

0回

2回

4回

6回

8回

10回

16回

図-7 転圧回数と乾燥密度（購入砂） 

図-9 転圧回数と地盤反力係数KFWD(層厚80cm) 

購入砂          岩ズリ(南部)        岩ズリ(北部)   

図-10 転圧回数と現場CBR（層厚80cm） 

購入砂           岩ズリ(南部)          岩ズリ(北部)   

図-11 転圧回数と平板載荷試験（地盤反力係数K30）

 購入砂         岩ズリ(南部)        岩ズリ(北部)   

表-3 RI計器と置換法での乾燥密度の比較 

図-6 転圧回数と圧縮率（購入砂） 
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